
神話の言葉を使い分ける
似た「困った状況」でも、どこが違う？

シーシュポスの岩

積み上げても元へ戻り、終わらない苦労の比喩。

例：毎回初めから作り直す作業。ただ忙しいだけで、成果が残る仕事とは区別する。

プロクルステスの寝台

現実の方を、決めた型へ無理に合わせる比喩。

例：例外を切り捨て、全件を二種類の分類へ押し込む。基準を作ること自体が悪いわけではない。

アキレス腱

強いものにもある、重要な弱点の比喩。

例：優れた仕組みが一台の装置に依存している。単に少し苦手なこととは強さが違う。

パンドラの箱

開けたことで災いや問題が広がるものの比喩。

例：隠れた問題を扱い始めたら、関連する問題も次々に現れた。調査すべてを避ける理由にはしない。

使う前の確認

どの性質を比喩にしている？　人を決めつける言葉になっていない？　元の神話と現代の意味を混ぜて

いない？

小問：「データを分類に合わせて削る」はどれ？　答え：プロクルステスの寝台。終わらない作業では

なく、型への強制が焦点。

詳しく読む（PDF内の文字をクリックできます）

神話・故事の用語

シーシュポス

プロクルステス

由来は異伝あり。古典の出典と詳しい使い分けは各記事を参照。例は独自作成。
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